あとがき by 金 兌貞
あ　と　が　き
　親，性別，姓名など出生前後のことを除けば，死をも
含めて人間の一生は選択の連続であるといってよかろ
う．本誌の読者の殆どは既に何らかの専門分野について
いるとは思うが，巻頭言を書いて下さった近藤勇先生
（大正製薬総合研究所長）の一若い人のために一は一読
共感をおぼえる所が多い．医学部は入学の時点でほぼ職
業が決まってしまうが，18歳前後の今の若者達は一体
どのように進路を決めるのであろうか．戦争という大き
な外圧によってやむなく医学を選ばされた筆者は，せめ
て専攻だけは自分の意思でと今の道を選んだが，この選
択が正しかったかどうかは大いに疑問で，迷いがなかっ
たわけではない．むしろ“immer　schwankend”といっ
た方が正直で，三田先生のような心境には遂に到達でき
ないまま今日に至ってしまった．卒後はためらうことな
く臨床へとなびき，若い人達から見捨てられて久しい基
礎であるが，医師過剰が云々されるこれからは選択肢も
ふえるであろう．基礎への回帰を望んでやまない．
　本誌掲載論文に新しい実験技法の導入が特に臨床系で
目だつようだか，polymerase　chain　reactionのような
革命的技法を用いた研究報告も早晩本誌に登場するだろ
う．
　本誌のあり方については殆ど毎回のあとがきで触れら
れるが，誌質向上のためにこれらの提言を生かす方法は
ないだろうか．　　　　　　　　　　　　（金　党貞）
幹事会要旨（5月）
1．
2．
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第125回医学会総会は生理学（一），外科学（三）
教室の当番で平成2年6月8日（金），9日（土）
の両日，特別講演2題と一般演題86件で開催され
ると報告があった．
臨床懇話会開催並びに予定の報告があった．
　第200回：内科学（一）　　　　（平成2・4・26）
　第201回：外科学（一）　　　　（平成2・5・22）
　第202回：精神医学　　　　　　（平成2・6予定）
　第203回：八王子・内科（四）　（平成2・7予定）
編集状況の報告並びに編集について討議した．
早田義博名誉教授を医学会名誉会員に推薦すること
が決定した．
5．
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平成元年度収支決算（案）並びに平成2年度収支予算
（案）について説明があり，原案通り承認された．
評議員会事項について説明があり，原案通り承認さ
れた．
評議員の補充について審議し，今回は残任期間が長
いので欠員補充することに決定した．
学術業績にならないものについて種々検討した結
果，更に詳細な基準を作成することが目録委員会に
一任された．
総説の掲載論文推薦について，藤巻教授より説明が
あり，承認された．
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